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N＝142,510

《採取前90日無事故に限る》

腸内環境が悪い
(多様度指数が3.95未満)

良い
(多様度指数が3.95以上)

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年6月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く
※採取前90日間無事故の生体に限る
※保険請求データは2021年3月～2024年2月末までに
請求があったものを用いる

腸活
採取日前90日間

事故なし
後ろ365日間の
疾患有病率

多様性観測

p値 0.21 0.082 0.079 0.25 0.21 0.37 0.50 0.48

評価 - † † - - - - -

リスクレシオ 1.13 1.24 1.34 1.27 1.39 1.33 1.27 1.32

信頼区間
（95%下限）

0.93 0.97 0.96 0.84 0.83 0.71 0.63 0.60

信頼区間
（95%上限）

1.39 1.59 1.86 1.90 2.31 2.47 2.54 2.91

【犬】涙やけと腸内細菌叢の多様性

次頁以降のとおり、涙やけ（流涙症）を呈する個体群は、嘔吐・下痢・血便、胃腸炎、アレルギー性皮膚炎、膿皮症、胆泥症、ブドウ膜炎、結膜炎、ワクチンアレ
ルギー、腫瘍性疾患など、全身性疾患との強い統計的相関を示している。p値が1.0E-10未満の結果も観測されており、涙やけが「局所の異常」ではなく、「免疫全
体の異常」を反映する代理指標であることが明らかとなった。腸内細菌叢の多様性が低い群において涙やけの発症率が顕著に高まることから、腸内細菌叢の情報
アップロード不全による獲得免疫の機能不全が背景にあると考えられる。

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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N＝
275,125

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけと嘔吐・下痢・血便

嘔吐・下痢・血便では、涙やけ群はほぼ全ての年齢を通じて一貫して高い有病率を示し、
0歳においては約1.4倍（35.0% vs 25.5%）、4歳時点ではおよ2倍の差（21.0% vs 
11.8%）が存在する。統計的にも、p値1.7E-17（0歳）という極めて強い有意差が観測さ
れており、この現象が偶然の産物ではないことを示している。

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化

p値 1.7E-17 3.7E-16 1.5E-10 4.5E-06 3.4E-04 0.09 9.4E-04 0.03 0.091 0.008 0.003 0.55 0.95
評価 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ † ＊＊＊ ＊ † ＊＊ ＊＊ - -

リスクレシオ 1.37 1.60 1.82 1.80 1.79 1.44 1.98 1.68 1.74 2.34 2.96 0.58 1.06

信頼区間
（95%下限）

1.24 1.39 1.45 1.33 1.23 0.88 1.22 0.96 0.81 1.05 1.14 0.08 0.13

信頼区間
（95%上限）

1.51 1.86 2.29 2.44 2.61 2.35 3.23 2.94 3.74 5.20 7.65 4.48 8.86
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N＝275,125

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけと胃炎・腸炎・胃腸炎

胃炎・腸炎・胃腸炎では、全年齢において涙やけがある個体群の有病率が高い。とりわけ0歳では22.8% vs 17.4%
（RR=1.31, p=1.52E-08）、1歳で19.5% vs 14.1%（RR=1.38）と、早期から差が顕著である。この差異は加齢とと
もに拡大し、9歳で20.0% vs 9.6%、11歳で41.7% vs 11.2%、12歳で33.3% vs 10.9%と、最大で3倍を超えるリスク
差が生じている。まさに、涙やけが胃腸炎リスクの予知的マーカーであることが統計的に示された。

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化

3

p値 1.5E-08 2.1E-05 2.7E-05 0.008 0.076 0.026 0.34 0.15 0.010 0.081 0.66 8.6E-04 0.078
評価 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ † ＊ - - ＊ † - ＊＊＊ †

リスクレシオ 1.31 1.38 1.64 1.54 1.45 1.67 1.33 1.54 2.33 2.07 1.34 3.73 3.07

信頼区間
（95%下限）

1.17 1.16 1.25 1.07 0.91 1.00 0.69 0.80 1.08 0.79 0.31 1.31 0.62

信頼区間
（95%上限）

1.48 1.65 2.15 2.21 2.28 2.78 2.57 3.00 5.00 5.44 5.89 10.66 15.27
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N＝265,890

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけとアレルギー性皮膚炎

アレルギー性皮膚炎では、涙やけを持つ群では、ほぼすべての年齢層で有病率が高い。特に0歳では3.8% vs 
2.8%（RR=1.37, p=0.015）と早期から明らかな差が出現しており、涙やけが単なる外見上の異常ではなく、
免疫教育の初期段階での不全の兆候であることを示唆していると考える。

p値 0.015 0.24 0.44 0.23 0.29 0.43 0.75 0.89 0.063 0.94

評価 ＊ - - - - - - - † -

リスクレシオ 1.37 1.22 1.19 1.37 1.39 1.34 0.83 0.92 2.42 1.08

信頼区間
（95%下限）

1.05 0.86 0.74 0.80 0.73 0.62 0.26 0.29 0.86 0.15

信頼区間
（95%上限）

1.77 1.71 1.92 2.36 2.64 2.88 2.64 2.94 6.82 8.02

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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N＝272,699

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけと膿皮症

膿皮症でも、すべての年齢層で涙やけを持つ群の方が有病率が高い。特に0-1歳では6.1% 
vs 5.1%（RR=1.21, p=0.020）と統計的に有意な結果が得られている。

5

p値 0.020 0.075 0.60 0.39 0.85 0.22

評価 ＊ † - - - -

リスクレシオ 1.21 1.32 1.13 1.27 1.09 1.98

信頼区間
（95%下限）

1.02 0.95 0.69 0.71 0.40 0.60

信頼区間
（95%上限）

1.43 1.82 1.85 2.30 3.01 6.55

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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N＝269,667

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけと胆泥症

涙やけ（流涙症）を有する犬が、年齢とともに胆泥症の有病率を著しく高めていくという
傾向が認められた。特に9歳群では有病率が8.0%に達し、非涙やけ群の2倍以上という異常
な乖離が認められている。

6

p値 0.51 0.071 0.039 0.092 0.12 0.15 0.18 0.071 0.060 0.18 0.68

評価 - † ＊ † - - - † † - -

リスクレシオ 0.00 2.77 3.14 2.57 2.39 2.23 2.12 2.39 2.81 2.49 1.49

信頼区間
（95%下限）

#NUM! 0.87 0.99 0.81 0.76 0.70 0.67 0.87 0.86 0.58 0.20

信頼区間
（95%上限）

#NUM! 8.83 9.94 8.12 7.56 7.08 6.74 6.57 9.15 10.60 11.37

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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N＝260,920

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけとブドウ膜炎

涙やけ群では、全年齢で非涙やけ群よりも有病率が高い。0〜2歳群では、涙やけ群のブドウ
膜炎有病率は0.15%、非涙やけ群は0.11%。このデータは、目に見える「涙」が、目に見えな
い「炎症性病態」の進行を伴っていることが示されている。

p値 0.50 0.76 0.44

評価 - - -

リスクレシオ 1.41 1.35 2.15

信頼区間
（95%下限）

0.52 0.19 0.30

信頼区間
（95%上限）

3.80 9.72 15.47

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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N＝265,890

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけと結膜炎

涙やけ群では、0歳時点で8.5% vs 3.8%（RR=2.22、p=2.79E-21）と、実に2倍以上の差
が存在する。さらに1歳で8.1%、2歳で9.4%、4歳で10.2%、7歳で8.2%と、涙やけを契機と
した結膜炎の慢性化リスクが継続していることが認められる。

p値 2.8E-21 2.0E-10 1.4E-09 3.2E-06 3.3E-07 7.3E-05 0.92 0.032 0.40 0.90

評価 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ - ＊ - -

リスクレシオ 2.22 2.19 2.77 2.77 3.31 3.08 1.06 2.31 1.78 1.14

信頼区間
（95%下限）

1.86 1.69 1.92 1.73 1.97 1.65 0.33 1.00 0.43 0.15

信頼区間
（95%上限）

2.66 2.86 4.00 4.44 5.57 5.76 3.35 5.33 7.39 8.44

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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N＝220,770

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけとワクチンアレルギーorアナフィラキシー

涙やけ（流涙症）という一見ささやかな兆候が、ワクチンアレルギー
やアナフィラキシーといった免疫系の暴走と深く関係しているという
驚くべき事実である。とりわけ、0〜2歳時点で涙やけ群のアレルギー
発症率が2〜3倍超に跳ね上がる（RR=2.72）というデータは、見過ご
してはならない警告である。

0-2歳 3-5歳

p値 1.8E-06 0.005
評価 ＊＊＊ ＊＊

リスクレシオ 2.72 3.75

信頼区間
（95%下限）

1.77 1.38

信頼区間
（95%上限）

4.18 10.14

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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N＝272,699

■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2023年12月始期の契約。
※期間保険料が0の生体を除く
※しにあの生体を除く

涙やけ(流涙症)がある

ない（無事故含）

【犬】涙やけと腫瘍性疾患

涙やけのある個体群では、0〜1歳で1.6%vs1.5%、2〜3歳で
3.4%vs2.2%、6〜7歳で8.2%vs6.2%、そして10〜11歳では
14.8% vs 13.2%と、全年齢で非涙やけ群を上回る傾向が続いている。

p値 0.87 0.070 0.59 0.31 0.89 0.80

評価 - † - - - -

リスクレシオ 1.03 1.51 1.17 1.31 1.06 1.13

信頼区間
（95%下限）

0.74 0.95 0.65 0.74 0.46 0.39

信頼区間
（95%上限）

1.43 2.39 2.08 2.31 2.44 3.23

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(３)涙やけとは何か～情報戦の敗北の可視化
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(26/12,576)
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【犬】 口臭が気になる × 当年死亡率

口臭が
気になる

気にならない

N=156,923

口臭で死亡率が上昇。
口臭は毒ガス？

p値 0.042 0.022 0.017
評価 ＊ ＊ ＊

リスクレシオ 1.56 1.39 1.21
信頼区間
（95%下限）

1.01 1.04 1.03

信頼区間
（95%上限）

2.41 1.84 1.43

口臭を呈する個体群では、全年齢において死亡率が高く、最大で4.94%に達する。
死亡リスクの上昇は0〜2歳群で既に顕在化しており（RR=1.56, p=0.042）、「に
おい」の正体が全身の免疫環境の破綻を知らせる“毒性メタボライト”であるこ
とを示している。

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(４)口臭は“毒ガス”か～死を招く情報代謝産物～

■データ数：156,923
■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2022年12月始期の契約。※しにあの生体を除く
※期間保険料が0の生体を除く。 ※検査対象になっていない生体は除く。
■歯周病関連菌：保険金請求データとどうぶつ健活のデータを用いて選定した細菌

※（）内はデータ数
(有病検体数／当該群の検体数)
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(10/12,576)

0.08%

(10/11,085)

0.09%

(8/6,121)

0.13%

(10/4,955)

0.20%

(39/73,220)

0.05% (12/29,784)

0.04%

(6/10,770)

0.06%

(8/6,377)

0.13%

0.0%
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率

口内炎

口臭が気になる

気にならない

(1,265/4,349)

29.1%

(884/4,049)

21.8%

(703/4,178)

16.8% (581/3,857)

15.1% (483/3,604)

13.4%
(483/3,624)

13.3%

(491/3,544)

13.9%

(392/2,577)

15.2%

(7,533/29,286)

25.7%

(5,287/25,542)

20.7%

(3,017/18,392)

16.4%
(1,724/12,414)

13.9% (1,170/9,559)

12.2%

(971/7,811)

12.4%

(813/6,512)

12.5%

(581/4,258)

13.6%
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嘔吐下痢

(9/12,576)

0.07%

(13/11,085)

0.12%

(12/6,121)

0.20%

(37/73,220)

0.05%

(34/29,784)

0.11%

(19/10,770)

0.18%

0.00%

0.05%

0.10%

0.15%

0.20%
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IB
D
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率

IBD

(473/4,349)

10.9%

(221/4,049)

5.5%

(165/4,178)

3.9% (133/3,857)

3.4%

(144/3,604)

4.0%
(141/3,624)

3.9%

(159/3,544)

4.5%

(143/2,577)

5.5%

(3,031/29,286)

10.3%

(1,139/25,542)

4.5%

(614/18,392)

3.3% (407/12,414)

3.3%

(341/9,559)

3.6%

(307/7,811)

3.9%

(260/6,512)

4.0%

(188/4,258)

4.4%
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呼
吸
器
疾
患
有
病
率

呼吸器疾患

口臭が
気になる

気にならない

(55/12,576)

0.44%

(156/11,085)

1.41%

(134/6,121)

2.19%

(137/4,955)

2.76%

(298/73,220)

0.41%

(389/29,784)

1.31%

(203/10,770)

1.88%

(150/6,377)

2.35%

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

1.8%

2.0%

2.2%

2.4%

2.6%

2.8%

0-2歳 3-5歳 6-7歳 8-12歳

て
ん
か
ん
有
病
率

てんかん

(96/2,202)

4.36%

(184/1,582)

11.63%

(135/474)

28.48%

(25/92)

27.17%

(335/9,146)

3.66%

(316/3,104)

10.18%

(153/680)

22.50%

(19/77)

24.68%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0-3歳 4-7歳 8-12歳 13-20歳

腫
瘍
性
疾
患
有
病
率

腫瘍性疾患

p値 0.26 0.053 0.10 0.31

評価 - † - -

リスクレシオ 1.49 2.24 2.35 1.61

信頼区間
（95%下限）

0.75 0.97 0.81 0.63

信頼区間
（95%上限）

2.99 5.18 6.76 4.08

【犬】口臭と各疾患

p値 0.35 0.93 0.77

評価 - - -

リスクレシオ 1.42 1.03 1.11

信頼区間（95%
下限）

0.68 0.54 0.54

信頼区間（95%
上限）

2.93 1.95 2.29

p値 2.46E-06 0.099 0.507 0.067 0.060 0.17 0.050 2.64E-09

評価 ＊＊＊ † - † † - ＊ ＊＊＊

リスクレシオ 1.13 1.05 1.03 1.08 1.10 1.07 1.08 0.97

信頼区間
（95%下限）

1.06 0.98 0.94 0.98 0.98 0.96 0.96 0.84

信頼区間
（95%上限）

1.21 1.14 1.12 1.20 1.23 1.21 1.22 1.11

p値 2.02E-04 0.17 0.17

評価 ＊＊＊ - -

リスクレシオ 1.34 1.16 1.18

信頼区間
（95%下限）

1.15 0.93 0.93

信頼区間
（95%上限）

1.56 1.45 1.49

p値 0.24 0.005 0.051 0.77 0.23 0.92 0.24 0.034

評価 - ＊＊ † - - - - ＊

リスクレシオ 1.06 1.22 1.18 1.03 1.12 0.99 1.12 1.26

信頼区間
（95%下限）

0.95 1.06 0.99 0.84 0.92 0.81 0.92 1.01

信頼区間
（95%上限）

1.17 1.42 1.41 1.26 1.37 1.21 1.37 1.57

p値 7.30E-15 0.71

評価 ＊＊＊ -

リスクレシオ 1.57 1.10

信頼区
（95%下限）

1.39 0.56

信頼区
（95%上限）

1.77 2.15

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(４)口臭は“毒ガス”か～死を招く情報代謝産物～

12
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(30/5,034)

0.60%

(14/2,615)

0.54%

(19/1,754)

1.08%

(16/1,343)

1.19%

(123/27,329)

0.45%
(55/14,785)

0.37%

(54/8,469)

0.64%

(55/5,314)

1.04%

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

0-1歳 2-3歳 4-5歳 6-7歳

当
年
死
亡
率

【猫】 口臭が気になる × 当年死亡率

口臭が
気になる

気にならない

N＝66,643

0-3歳 4-7歳

p値 0.066 0.78
評価 † -

リスクレシオ 1.36 1.06
信頼区間
（95%下限）

0.98 0.71

信頼区間
（95%上限）

1.89 1.59

猫においても口臭を呈する群は全年齢において死亡率が高く、また次頁のとおり、
口臭が慢性腎臓病、肝胆疾患、腫瘍、胃腸炎、皮膚炎などと広範に関連している。

カイ二乗検定

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(４)口臭は“毒ガス”か～死を招く情報代謝産物～ ■条件：どうぶつ健活を
2018年12月～2023年12月に実施した生体のうち、
2021年3月～2022年12月始期の契約。
※しにあの生体を除く※期間保険料が0の生体を除く。

13
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(113/8,473)

1.33%

(61/1,077)

5.66%

(42/301)

13.95%

(529/45,180)

1.17%

(154/3,537)

4.35%

(93/1,059)

8.78%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

0-6歳 7-9歳 10-12歳

慢
性
腎
臓
病
有
病
率

慢性腎臓病

口臭が気になる

気にならない

(489/5,309)

9.2%

(145/2,518)

5.8%

(64/1,168)

5.5% (45/856)

5.3%

(2,559/30,021)

8.5%

(679/12,412)

5.5%

(218/4,583)

4.8%

(147/2,760)

5.3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10%

0-2歳 3-5歳 6-7歳 8-12歳

胃
腸
炎
有
病
率

胃腸炎

(76/5,309)

1.43%

(41/2,518)

1.63%

(29/1,168)

2.48%

(19/856)

2.22%

(366/30,021)

1.22%

(173/12,412)

1.39% (59/4,583)

1.29%

(50/2,760)

1.81%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

1.8%

2.0%

2.2%

2.4%

2.6%

0-2歳 3-5歳 6-7歳 8-12歳

ア
ト
ピ
ー
・ア
レ
ル
ギ
ー
皮
膚
炎
有
病
率

アトピー・アレルギー性皮膚炎

(37/5,309)

0.70%

(31/2,518)

1.23%

(23/1,168)

1.97%

(35/856)

4.09%

(176/30,021)

0.59%

(107/12,412)

0.86%

(78/4,583)

1.70%

(106/2,760)

3.84%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

4.5%

0-2歳 3-5歳 6-7歳 8-12歳

腫
瘍
性
疾
患
有
病
率

腫瘍性疾患

口臭が
気になる

気にならない

(69/5,309)

1.30%
(29/2,518)

1.15%

(19/1,498)

1.27%

(6/457)

1.31%

(351/30,021)

1.17%

(100/12,412)

0.81%
(40/5,618)

0.71%
(9/1,526)

0.59%
0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

0-2歳 3-5歳 6-8歳 9-11歳

皮
膚
の
痒
み
有
病
率

皮膚の痒み

(76/5,309)

1.43%

(47/2,518)

1.87%

(37/1,498)

2.47%

(15/457)

3.28%

(374/30,021)

1.25%

(168/12,412)

1.35%

(104/5,618)

1.85%

(40/1,526)

2.62%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

0-2歳 3-5歳 6-8歳 9-11歳

肝
胆
膵
疾
患
有
病
率

肝胆膵疾患

p値 0.21 0.074 0.008
評価 - † ＊＊

リスクレシオ 1.14 1.30 1.59
信頼区間

（95%下限）
0.93 0.96 1.08

信頼区間
（95%上限）

1.40 1.76 2.34

0.42 0.087 0.035

- † ＊

1.11 1.43 1.78

0.86 0.94 1.03

1.44 2.17 3.08

0.27 0.049 0.13

- ＊ -

1.15 1.38 1.33

0.90 1.00 0.91

1.47 1.91 1.95

p値 0.37 0.078 0.54 0.74
評価 - † - -

リスクレシオ 1.19 1.43 1.16 1.06
信頼区間

（95%下限）
0.83 0.96 0.72 0.72

信頼区間
（95%上限）

1.70 2.13 1.85 1.57

p値 0.10 0.56 0.31 0.94

評価 - - - -

リスクレシオ 1.08 1.05 1.15 0.99

信頼区間
（95%下限）

0.98 0.88 0.87 0.70

信頼区間
（95%上限）

1.20 1.27 1.53 1.39

0.20 0.37 0.003 0.45

- - ＊＊ -

1.17 1.17 1.93 1.23

0.92 0.83 1.23 0.72

1.51 1.65 3.02 2.09

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(４)口臭は“毒ガス”か～死を招く情報代謝産物～【猫】口臭と各疾患 カイ二乗検定

14
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がん・心疾患・腎疾患などの早期発症リスクは、これら一見小さな症状の延長線上に存在する。

本来、免疫は感染症や腫瘍を抑え込む“情報工学的システム”である。

しかし、その情報アップロードの不全、すなわち腸内細菌叢の多様性低下は、免疫の教育・適応・記憶に関わるプロセス

全体を劣化させる。その結果として現れる“異常な被毛”“涙”“におい”は、細胞単位での免疫の崩壊を意味している。

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(５)毛づや・涙やけ・口臭～それは、免疫が発する“最終警告”～

15
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腸内細菌叢の多様性は、生命を守る情報の源泉である。

毛づや・涙やけ・口臭は、情報戦に敗れた免疫が発する最後の警告であり、

それを読み解くことが、予防医療の新たな本質となる。

言葉が明確に話せないどうぶつにおける「毛づや・涙やけ・口臭」は
病気のサイン12．

(６)結論：免疫とは情報であり、情報欠損は命を損なう

16
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第五部 「当たり前を当たり前にし、

予防を実現、未来を創る」



エピローグ

予防施策の実施状況と今後の展望
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①アニコム損保のどうぶつ健保はグッドデザイン賞を受賞（「入って健康になる保険」で受賞）

2000年の創業以来、当社は「予防型保険」という独自の理念に基づき、予防を中核に据えた運営を行ってきた。その結
果、ペット保険市場全体が損害率の上昇に苦しむ中、唯一、損害率を一定に保っている保険会社グループであり、その思
想と商品設計は「入って健康になる保険」として評価され、グッドデザイン賞も受賞。

この実績は単なる商品設計ではなく、「免疫の可視化」や「日常的予防介入」などを通じて保険の役割を「補償」から
「予防支援」に進化させたことの証であると考えている。

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況

19
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出典
各社ディスクロージャー、決算公告
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アニコム損保
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※ ＝商品改定タイミング

②数あるペット保険の中でも損害率が安定

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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法規制

一般規制
（民法、道路交通法等）

業規制
（動物愛護管理法等）

特定の業種や事業者に対して特別な義務等を課す業種を問わず国民一般に適用

各種事業においては、業界内で起こっていることを外部の者が知ることは極めて困難。
即ち、極めて高い「情報の非対称性」が存在。
消費者は事業者が法令を遵守していることを信じて経済行動を起こしているため、社会全体の

円滑な行動を確保していくためには、「業規制」の遵守は絶対的に重要。

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

ⅰ事業者が遵守すべき「業規制」

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況

21
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【犬_チワワ】週齢別体重推移_年別

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

ⅱ法令遵守状況の予備的調査

体重は増加傾向にあり、法令遵守体制は改善傾向にある

徐々に適正体重に接近している

2024年 883
(66)

840
(104)

916
(206)

986
(343)

1,079
(567)

1,138
(644)

1,212
(485)

1,320
(541)

1,425
(738)

1,528
(780)

1,566
(624)

1,657
(552)

1,811
(561)

2023年 882
(56)

851
(129)

902
(190)

951
(323)

1055
(536)

1,149
(552)

1,280
(440)

1,356
(505)

1,406
(664)

1,503
(754)

1,579
(631)

1,655
(472)

1,811
(522)

2022年 861
(49)

884
(100)

846
(201)

954
(317)

1,049
(465)

1,115
(491)

1,249
(391)

1,298
(421)

1,455
(563)

1,500
(621)

1,653
(528)

1,680
(460)

1,730
(406)

2021年 840
(80)

906
(137)

918
(235)

1,002
(395)

1,084
(446)

1,182
(533)

1,282
(470)

1,386
(546)

1,504
(599)

1,529
(557)

1,632
(496)

1,717
(501)

1,838
(435)

2021年

2022年

2023年

2024年

遵法ブリーダー

■ 対象データ
・動物病院で診療を受けた個体データ

（ｇ）

（週齢）

（）内はデータ数

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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【犬_トイプードル】週齢別体重推移_年別

2021年

2022年

2023年

2024年

遵法ブリーダー

トイプードルでは、幼齢期において未だ低体重傾向が続いていると想定される

実際に来院した個体の平均体重は
遵法ブリーダーの目安より1～2週間分軽い

2024年 864
(129)

1,042
(185)

1,138
(251)

1,195
(493)

1,276
(903)

1,385
(1,035)

1,536
(773)

1,650
(893)

1,773
(1,177)

1,905
(1,267)

2,038
(1,049)

2,150
(880)

2,192
(899)

2023年 866
(85)

1,064
(167)

1,084
(283)

1,163
(519)

1,284
(890)

1,356
(889)

1,535
(724)

1,643
(820)

1,787
(1,062)

1,897
(1,178)

1,959
(931)

2,083
(828)

2,184
(815)

2022年 909
(101)

1,056
(152)

1,070
(308)

1,195
(492)

1,307
(816)

1,409
(775)

1,578
(660)

1,706
(791)

1,841
(931)

1,927
(1,029)

2,082
(853)

2,179
(740)

2,270
(682)

2021年 879
(100)

999
(228)

1,112
(407)

1,244
(682)

1,364
(861)

1,486
(736)

1,615
(702)

1,783
(853)

1,886
(984)

1,978
(905)

2,076
(759)

2,245
(710)

2,355
(674)

■ 対象データ
・動物病院で診療を受けた個体データ

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

（ｇ）

（週齢）

（）内はデータ数

ⅱ法令遵守状況の予備的調査

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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2024年 1,403
(43)

1,368
(72)

1,416
(113)

1,613
(228)

1,762
(341)

1,970
(398)

2,095
(275)

2,272
(330)

2,524
(443)

2,636
(471)

2,747
(397)

2,895
(293)

3,162
(301)

2023年 1,408
(44)

1,258
(68)

1,328
(124)

1,563
(222)

1,747
(317)

1,886
(311)

2,229
(232)

2,253
(282)

2,492
(393)

2,616
(431)

2,688
(303)

2,919
(298)

2,998
(259)

2022年 1,268
(58)

1,425
(97)

1,335
(99)

1,670
(146)

1,719
(275)

1,938
(273)

2, 244
(207)

2,261
(232)

2,425
(275)

2,628
(346)

2,772
(251)

2,946
(206)
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2021年 1,353
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【犬_ダックスフンド】週齢別体重推移_年別

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

体重は増加傾向にあり、法令遵守体制は改善傾向にある

適正体重に近い水準で推移している

■ 対象データ
・動物病院で診療を受けた個体データ

2021年

2022年

2023年

2024年

遵法ブリーダー

（ｇ）

（週齢）

（）内はデータ数

ⅱ法令遵守状況の予備的調査

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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ⅲ「８週齢規制」の意義と体重による客観的評価指標

■ 後も「まだら模様」の実態

■一部犬種で継続する低体重傾向

環境省による一斉調査以降、8週齢規制について、多くのブリーダーは対応している一方で、

一部では遵守されていないケースも見受けられ、「守った（遵法した）ものが損をする」
構造が存在。

トイプードル：「小さい方がかわいい」というニーズにより低体重傾向が続いていると想定される

チワワ：リンゴヘッドが特徴で、成長による外見の変化が少ないため、改善傾向が確認される

ただし、8週齢規制の遵法傾向が確認されるチワワ・ダックスフンドにおいても適正体重を下回る個体は流通しており、
いまだ改善余地がある状況。

環境省とペット業界が連携し、動物愛護と法令遵守を推進することで、
ペット業界の健全化と企業価値のさらなる向上を図る。

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

■遵法意識の差が生む不公平な競争環境

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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体重の軽重は、その後の疾病罹患リスクとの関連が示唆される。
このため、身体的に未成熟な段階での流通を防止する8週齢規制の
遵守が、幼齢動物の健全な成長において極めて重要。

販売可能
（ｇ）

（週齢）

体重が増えるにつれ、身体面・精神面が成熟

※各週齢の平均体重は、環境省及び国内外の各種団体の公表数値を参考にプロット。

外部環境の変化に適応し、自らの恒常性を維持する
ためには、十分な成長と代謝機能の備えが必要。

⇒「体重の増加」が客観的指標。

ⅳ発育状況と疾病罹患の関係性

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

(１)リスクマネジメントの状況

予防施策の実施状況と今後の展望
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73,477 

69,742 
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71,160 
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80,379 
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75,000

80,000

85,000

2021年 2022年 2023年 2024年

重 軽

ⅳ発育状況と疾病罹患の関係性

【チワワ】8週齢～20週齢の体重別における年間平均診療費

重い
(平均値より）

体重が軽い
（平均値より）

（2,013）

■条件：
・動物病院における診療データより抽出。
・2021年〜2024年の間に初めて体重測定を行った8～20週齢の生体を対象。
・体重データを平均値で2つのグループに分類（軽いグループ／重いグループ）。
・体重測定日から1年間の診療費の平均をそれぞれのグループごとに算出。
※2024年に体重を測定した生体については、これまでの診療費から年間診療費を予測して補完。

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

（2,182） （2,３３１） （2,533）

診
療
費
（円
）

（）内はデータ数

P値 0.76 0.15 0.49 0.78

評価 - - - -

体重が軽い群ほど疾病発症リスクが高い傾向

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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82,937 

81,105 79,756 

86,222 

84,980 
83,105 

85,110 

90,953 

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

2021年 2022年 2023年 2024年

重 軽

重い
(平均値より）

体重が軽い
（平均値より）

【トイプードル】8週齢～20週齢の体重別における年間平均診療費

診
療
費
（円
）

■条件：
・動物病院における診療データより抽出。
・2021年〜2024年の間に初めて体重測定を行った8～20週齢の生体を対象。
・体重データを平均値で2つのグループに分類（軽いグループ／重いグループ）。
・体重測定日から1年間の診療費の平均をそれぞれのグループごとに算出。
※2024年に体重を測定した生体については、これまでの診療費から年間診療費を予測して補完。

ⅳ発育状況と疾病罹患の関係性

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

(3,426）（3,460） （3,677） （4,337） （）内はデータ数

P値 0.084 0.16 0.35 0.39

評価 † - - -

体重が軽い群ほど疾病発症リスクが高い傾向

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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【ダックス】8週齢～20週齢の体重別における年間平均診療費

■条件：
・動物病院における診療データより抽出。
・2021年〜2024年の間に初めて体重測定を行った8～20週齢の生体を対象。
・体重データを平均値で2つのグループに分類（軽いグループ／重いグループ）。
・体重測定日から1年間の診療費の平均をそれぞれのグループごとに算出。
※2024年に体重を測定した生体については、これまでの診療費から年間診療費を予測して補完。

体重が軽い
（平均値より）

重い
(平均値より）

ⅳ発育状況と疾病罹患の関係性

③動物愛護法遵守推進サポートによる効果の状況

（1,093）（1,002） （1,328） （1,511）

診
療
費
（円
）

（）内はデータ数

P値 0.58 0.84 0.25 0.53

評価 - - - -

体重が軽い群ほど疾病発症リスクが高い傾向

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況

29
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④損害率の上昇に歯止めがかかりつつある

損害率の上昇抑制によりコンバインド・レシオが改善。削減された費用は、AI・先進医療人材の確保、賃金引上げ、株主還元に充当。
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月次EI損害率より参照
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・保険料改定
・うるう年（2020年、2024年）
・加齢に伴う平均年齢増加

(%)

３月
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9月

コロナ禍や保険料改定の影響を踏まえた慎重な解釈が求められるものの、
損害率管理には一定の成果が現れつつあると考えている。

予防施策の実施状況と今後の展望

(１)リスクマネジメントの状況
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①犬・猫は０歳から歯周病が多い

犬・猫は口腔内の抗菌ペプチド「リゾチーム」が少ない。

さらに、ヒトにおいては、歯周病は高齢期の疾患と

誤解されてきたため、犬・猫における口腔ケアは

遅れをとってきた。

しかし近年では、動物病院やペットショップ、

ブリーダー、トリミングサロンなどでも、

お口の健康が健康維持や疾患の治療に大切

であることへの理解が広がりつつある。

予防施策の実施状況と今後の展望

(２）犬猫における歯周病、口腔ケアの状況
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・診療開始日： 2021年4月1日～2025年2月28日 のデータを用いて作成。
・優先診療名より、弁膜症、慢性腎臓病、歯周病、を抽出。
・該当種別：犬・猫
・包括契約を対象から除外。
・契約始期前の取消および、クーリングオフになった契約を除外。

弁膜症

慢性腎臓病

歯周病

【犬・猫】保険金の疾患別占有率
（弁膜症、慢性腎臓病、歯周病）

②その結果、歯周病関連の請求は拡大、慢性腎臓病や弁膜症は減少傾向

予防施策の実施状況と今後の展望

(２）犬猫における歯周病、口腔ケアの状況
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動物園や国定公園のイヌ科・ネコ科動物には、健康維持のため毎日異なる
様々な食材がローテーションで与えられるのが当たり前とされている。

さらに、都市の近代化以前においては、土・草や虫を口にすることもあり、
自然との接触を通じ、腸内細菌叢の多様性が保たれていた可能性がある。

しかし、近代化の進展により自然との接触が減り、獲得免疫の成熟に必要な
多様な自然抗原の獲得が難しくなったと考えられる。

①現代の犬・猫では腸内細菌叢の多様性が低いと考えられる理由

予防施策の実施状況と今後の展望

(３）毎日高加工度食ばかり食べている生物は先進国の犬・猫だけ

33

<参考文献>Kleinlugtenbelt P. Large Carnivore Husbandry in European Zoos. Univ. of Zurich; 2023.

【サンディエゴ動物園とロンドン動物園におけるイヌ科・ネコ科動物の給餌方針】
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②腸内細菌叢の多様性の重要性の広まり

腸内細菌叢は、皮膚の健康維持に必要なセラミドの誘導に関与す

るだけでなく、腸の運動性や病原性細菌の抑制に働く酪酸などの

短鎖脂肪酸の産生にも深く関わっている。

この酪酸は、獲得免疫が持続的に機能するために欠かせない免疫

記憶の維持にも重要な役割を果たしている。

これにより、ペットショップやトリミングサロンでも、
日々のフードに食の多様性を追加することが普及しつつある

さらに、酪酸をはじめビオチンやビタミンKなどの生命維持に必

要な物質は、体内で生合成できず、そのほとんどを多様な腸内細

菌叢による協働的な産生に依存している。

これらの理解が先進的な動物病院を通じ、進みつつある。

予防施策の実施状況と今後の展望

(３）毎日高加工度食ばかり食べている生物は先進国の犬・猫だけ
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腸内細菌叢の多様性が免疫と病気の予防に与える影響

適切な口腔ケアと多様な食の摂取は疾患予防や疾患の進行・悪化予防に繋がる可能性がある。

腸内細菌叢の多様性が損なわれると、病原性細菌の
増殖や、免疫組織である二次リンパ器官の炎症に
つながり、B細胞の成熟障害や全身免疫の疲弊を
引き起こす要因となる。

口腔ケアと多様な食の摂取は、疾患後でも腸内細
菌叢の多様性を改善し、健康回復に寄与する可能
性がある。

予防施策の実施状況と今後の展望

(４）適切な口腔ケアと多様な食の摂取は疾患予防や疾患の進行・悪化予防に繋がる可能性がある
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従来見逃されがちだった慢性微小炎症による免疫低下の兆候を捉
え、病気の診断から免疫診断・治療までの高度化を支援する。
これにより、早すぎる別れを減らしながら、収益基盤のさらなる強化
を目指す。

AIを活用し、嘔吐・下痢・血便、毛づや、涙やけ、口臭、
どうぶつの笑顔といったサインを可視化

ヒト医療等の貢献にも資し得るよう、人財投資を強化

さらには、言葉を持たないどうぶつたちの「元気喪失」や「原因不明
のかゆみ」といった不定愁訴や慢性微小炎症の予防・治療をサポート
していくことで、将来的な高度医療ニーズの拡大も見込まれる。

予防施策の実施状況と今後の展望

(５）予防等の推進をベースとした更なる価値創造に向けて

36



Copyright © Anicom Holdings,Inc. All Rights Reserved

動物医療においてもロボット・AIの急激な活用が期待されている。
これらに適宜適切に投資を行い、更なる価値創造を目指すことで、飼い主様、動物医療や
ペット業界の関係者の皆様、そして、株主の皆様方の負託に応えたいと考えている。

最先端の高度獣医療を提供する動物病院『JARVISどうぶつ医療センター Tokyo』を
2025年９月頃に品川にて全面開業いたします - 損保 ニュースリリースペット保険の
ご契約は【アニコム損保】

予防施策の実施状況と今後の展望

(６）獣医療におけるAIの活用と手術支援ロボット

37

世界展開と医療革新

目的
手術支援ロボットを日本は勿論、全世界にいち早く広め、世界の医療や

人類の身体能力の驚異的拡張で社会を豊かにする。

※この画像は医療機器のイメージであり、実在の製品を示すものではありません。

https://www.anicom-sompo.co.jp/news-release/2025/20250509/?_gl=1*t5wopu*_ga*NzAwMjI1MDk1LjE3MjE4OTA0NjM.*_ga_Z1WB52F59P*czE3NDY3NzYwOTYkbzc1JGcxJHQxNzQ2Nzc4NDU0JGowJGwwJGgw
https://www.anicom-sompo.co.jp/news-release/2025/20250509/?_gl=1*t5wopu*_ga*NzAwMjI1MDk1LjE3MjE4OTA0NjM.*_ga_Z1WB52F59P*czE3NDY3NzYwOTYkbzc1JGcxJHQxNzQ2Nzc4NDU0JGowJGwwJGgw
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